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清
朝
最
末
期
に
お
け
る
禁
煙
運
動
に
関
す
る
覚
書
(
二
)

中
国
国
内
に
お
け
る
禁
煙
論
議
の
昂
揚
を
中
心
に
1

一

は
じ
め
に

筆
者
は
先
に
一
九
〇
八
年
(
光
緒
三
四
)
に
開
始
さ
れ
る
、
十
年
を
期
間
と

す
る
印
度
鴉
片
の
中
国
へ
の
輸
入
の
逓
減
に
関
す
る
中
国
・
イ
ギ
リ
ス
政
府
間

の
交
渉
の
経
過
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
専
ら

こ
の
問
題
を
巡
る
外
交
交
渉
と
、
こ
の
交
渉
を
側
面
上
り
支
援
し
た
と
考
え
ら

れ
る
一
九
〇
九
年
(
宣
統
元
)
に
上
海
で
開
催
さ
れ
た
万
国
禁
煙
大
会
に
つ
い

て
述
べ
、
こ
の
逓
減
の
期
間
の
前
三
年
の
間
は
い
ね
ば
試
行
期
間
と
し
、
中
国

の
罌
粟
栽
培
や
鴉
片
吸
飲
の
減
少
の
成
果
如
何
を
見
て
、
後
七
年
の
継
続
を
実

施
す
る
か
否
か
を
決
め
る
と
さ
れ
、
そ
の
前
三
年
に
お
け
る
中
国
国
内
に
お
け

る
禁
煙
の
成
果
が
、
実
態
と
し
て
さ
程
の
成
果
が
挙
が
っ
て
い
る
と
は
見
え
な

い
に
も
拘
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
顕
著
な
成
果
が
有
る
と
し
て
継
続
に
同
意

し
た
事
に
つ
い
て
、
国
内
・
国
際
世
論
を
考
慮
し
、
中
国
の
禁
煙
の
実
態
が
掛

け
声
倒
れ
に
終
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
を
理
由
に
逓
減
の
中
止
を
決
意
す
る
事
を

不
可
能
に
さ
せ
た
と
の
推
測
を
述
べ
た
が
、
そ
の
国
内
・
国
際
世
論
或
い
は
運

動
の
実
情
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
な
う
事
が
出
来
な
か
っ
た
。
又
イ
ギ
リ
ス
政

目

黒

克

彦

(
史
学
教
室
)

府
が
イ
ン
ド
政
庁
の
財
政
に
と
っ
て
重
要
な
財
源
で
あ
っ
た
鴉
片
輸
出
の
停
止

に
踏
み
切
る
為
に
は
、
鴉
片
の
税
収
に
依
存
し
な
い
財
政
の
建
て
直
し
に
一
定

の
目
途
が
出
来
る
事
も
必
要
と
な
る
筈
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
充
分
な

解
明
が
為
さ
れ
て
い
な
い
様
に
思
わ
れ
る
。

十
年
逓
減
の
実
現
に
は
こ
う
し
た
未
解
明
の
部
分
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
小

稿
で
は
、
紙
幅
の
関
係
土
、
中
国
国
内
に
お
い
て
国
際
世
論
に
対
し
て
、
鴉
片

輸
入
禁
止
を
働
き
か
け
、
中
英
間
の
「
鴉
片
条
約
」
の
撤
廃
、
鴉
片
禁
止
の
自

主
権
の
奪
回
を
目
指
し
て
組
織
さ
れ
た
「
中
国
国
民
禁
煙
総
会
」
の
成
立
と
そ

の
活
動
、
及
び
こ
の
組
織
と
深
い
関
わ
り
を
以
て
議
論
が
展
開
さ
れ
た
誕
生
間

も
な
い
資
政
院
の
動
き
、
更
に
こ
れ
ら
の
中
国
の
運
動
に
大
き
く
関
与
し
影
響

を
与
え
た
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
ト
ウ
イ
ン
グ
(
T
h
w
i
n
g
｡

E
d
w
a
r
d
W
a
i
t
e
)

の
活
動
を
明
か
に
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
中
国
に
お
げ
る
運
動
と
呼
応
し
て
展
開

さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
ー
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
運
動
や
イ
ン
ド
財
政
問
題
に
つ
い
て

の
解
明
は
、
別
稿
に
譲
る
事
と
し
た
い
。
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二

中
国
国
民
禁
煙
総
会
の
成
立
と
そ
の
活
動

中
国
に
お
け
る
鴉
片
禁
止
の
運
動
は
、
従
来
多
く
は
政
府
・
官
僚
を
中
心
と

し
て
呼
号
・
推
進
さ
れ
、
民
間
レ
ベ
ル
に
お
け
る
鴉
片
禁
止
の
世
論
の
盛
り
上

が
り
・
運
動
の
高
揚
を
見
る
事
は
少
な
か
っ
た
様
に
見
ら
れ
る
。
勿
論
「
申
報
」

等
の
新
聞
に
お
い
て
、
鴉
片
問
題
を
論
じ
、
煙
館
の
開
設
禁
止
や
閉
鎖
を
訴
え

る
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
事
は
有
っ
た
が
、
そ
れ
は
治
安
や
風
俗
の
乱
れ
を
問
題

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
鴉
片
の
輸
入
や
罌
粟
栽
培
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
て
問

題
と
し
、
そ
の
禁
止
を
訴
え
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
そ
の
面
で
は
輸

入
鴉
片
(
洋
薬
)
に
対
抗
す
る
国
産
鴉
片
(
土
薬
)
の
奨
励
を
訴
え
る
記
事
さ

え
掲
載
さ
れ
る
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
官
紳
層
に
お
い
て
も
洋

務
運
動
の
展
開
の
資
金
需
要
か
ら
禁
煙
を
将
来
の
課
題
と
す
る
「
寓
禁
於
徴
」

策
が
主
張
さ
れ
て
お
り
、
変
法
運
動
に
お
い
て
は
鴉
片
問
題
は
そ
の
議
論
に

上
っ
て
い
な
い
様
で
あ
っ
た
。
モ
ー
ス
(
H
.

B
.
M
o
r
s
e
)
は
こ
れ
ま
で
の
中

国
の
禁
煙
運
動
を
総
括
し
て
、
「
こ
の
目
的
に
達
す
る
上
り
早
い
試
み
は
、
皇
帝

の
意
志
に
上
っ
て
主
導
さ
れ
た
一
七
二
九
年
(
雍
正
七
)
二
八
〇
〇
年
(
嘉
慶

五
)
・
一
八
三
八
年
(
道
光
一
八
)
と
一
八
五
〇
年
(
道
光
三
十
)
に
、
彼
の
官

僚
の
少
数
の
、
極
く
少
数
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
が
、
冷
淡
で
そ
の
意
志
の
無

い
彼
の
部
下
の
服
従
を
獲
得
す
る
事
に
失
敗
し
た
。
」
と
記
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
も
二
十
世
紀
に
入
る
と
、
そ
の
様
相
に
変
化
が
現
わ
れ
て
く

る
。
新
た
な
動
き
は
当
時
海
外
に
在
っ
た
留
学
生
の
間
か
ら
起
こ
っ
て
来
た
。

モ
ー
ス
は
次
の
様
に
記
し
て
い
る
。

一
九
〇
三
年
、
在
ア
メ
リ
カ
学
生
達
が
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
に
お
け
る
ル
イ

ジ
ア
ナ
商
品
展
覧
会
(
t
h
e
　
L
o
u
i
s
i
a
n
a

P
u
r
c
h
a
s
eE
x
h
i
b
i
t
i
o
n
)
に
、

中
国
が
出
展
し
た
中
に
、
鴉
片
吸
飲
器
具
が
含
ま
れ
て
い
る
事
に
抗
議
し
、

帝
国
の
理
事
の
親
王
溥
倫
は
、
彼
ら
の
示
し
た
要
望
に
同
意
し
た
。

即
ち
商
品
展
覧
会
に
中
国
が
出
品
し
た
商
品
中
に
、
中
国
の
工
芸
技
術
を

誇
る
べ
く
、
細
工
を
施
し
た
煙
管
等
の
鴉
片
吸
飲
器
具
が
入
っ
て
い
た
事
に

対
し
て
、
留
学
生
達
が
中
国
の
恥
を
曝
す
も
の
と
し
て
そ
の
撤
去
を
要
求
し
、

中
国
の
政
府
代
表
も
そ
れ
に
同
意
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
又
在
日
本
留

学
生
に
つ
い
て
も
、

在
日
留
学
生
の
千
余
人
は
、
鴉
片
の
輸
入
と
使
用
を
絶
対
的
に
禁
止
し
て

い
る
こ
の
国
上
り
感
化
を
受
け
、
彼
ら
自
身
の
国
が
国
家
間
の
競
争
に
お
い

て
遅
れ
を
取
っ
て
い
る
間
に
、
日
本
が
先
に
進
ん
だ
原
因
の
リ
ス
ト
に
こ
れ

を
付
け
加
え
た
。

と
述
べ
、
中
国
が
日
本
に
比
較
し
て
遅
れ
を
取
っ
た
理
由
の
一
つ
に
、
こ
の
鴉

片
問
題
を
挙
げ
て
い
た
と
言
う
。

海
外
に
出
て
異
国
を
見
、
自
国
の
そ
れ
と
比
較
し
た
時
に
、
鴉
片
問
題
が
中

国
の
発
展
を
阻
害
す
る
一
大
原
因
で
あ
る
事
を
見
出
し
、
深
刻
に
そ
の
根
絶
の

必
要
性
を
認
識
し
た
で
あ
ろ
う
事
は
疑
い
無
い
。
更
に
モ
ー
ス
は
中
国
の
国
内

に
つ
い
て
、
「
外
国
人
宣
教
師
に
よ
る
長
年
の
教
育
は
、
彼
ら
上
り
直
接
の
影
響

を
受
け
た
幾
十
万
の
中
国
人
へ
、
更
に
彼
ら
を
通
し
て
何
百
万
人
も
の
中
国
人

へ
の
効
果
を
生
み
出
し
た
。
」
と
述
べ
て
、
宣
教
師
の
教
育
・
啓
蒙
活
動
の
成
果

と
し
て
、
禁
煙
世
論
の
一
定
の
広
ま
り
の
存
在
を
記
し
て
い
る
。

か
く
し
て
反
鴉
片
世
論
の
一
定
の
素
地
を
得
て
、
国
民
レ
ベ
ル
(
と
は
言
え

大
衆
レ
ベ
ル
ま
で
と
は
言
い
得
ず
、
有
識
者
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
)
の
禁
煙
運
動
が
展
開
さ
れ
る
事
と
な
る
。

「
民
立
報
」
一
九
一
〇
年
十
一
月
二
十
一
目
付
及
び
「
東
方
雑
誌
」
十
二
月

二
十
六
日
付
に
、
「
中
国
国
民
禁
煙
総
会
」
の
成
立
を
報
ず
る
ほ
ぼ
同
文
の
記
事

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「
民
立
報
」
は
「
国
民
禁
煙
会
出
現
」
の
見
出
し
を
掲
げ
、

大
要
次
ぎ
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

万
国
改
良
会
代
表
丁
義
華
君
は
、
禁
煙
問
題
に
対
し
て
極
め
て
熱
心
で
、
到

-
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二)清朝最末期における禁煙運動に関する覚書

る
所
で
鼓
吹
し
、
中
国
が
英
国
の
国
恥
紀
念
会
を
開
催
す
る
機
会
に
乗
じ
て
、

争
っ
て
中
英
鴉
片
条
約
を
廃
し
、
禁
煙
期
限
の
短
縮
を
実
行
す
る
事
を
欲
し
て

い
た
。
こ
の
意
向
を
受
け
て
、
胡
宗
棋
・
陳
清
震
等
が
資
政
院
議
員
及
び
学
紳
各
界

に
呼
び
か
け
て
、
十
一
月
十
三
日
(
記
事
は
旧
暦
十
月
十
二
日
と
記
す
)
午
後

に
、
北
京
の
口
袋
胡
同
に
在
る
私
立
商
業
学
堂
で
会
合
を
開
い
た
。
参
加
者
は

六
十
余
名
と
報
じ
て
い
る
。
集
会
は
先
ず
于
邦
華
を
臨
時
主
席
に
選
び
、
発
起

人
胡
家
棋
の
開
会
の
挨
拶
、
主
席
の
集
会
の
趣
旨
の
演
説
の
後
、
丁
義
華
が
次

の
様
に
演
説
し
た
。

中
国
は
鴉
片
条
約
を
結
ん
で
後
、
禁
煙
自
由
の
主
権
を
失
い
、
且
つ
毎
年

外
国
に
金
銭
巨
万
を
流
失
さ
せ
て
い
る
。
故
に
急
ぎ
禁
煙
を
行
な
わ
な
い
な

ら
ば
、
只
に
国
を
強
く
す
る
事
が
出
来
な
い
だ
け
で
な
く
、
そ
も
そ
も
国
と

し
て
立
つ
事
が
出
来
な
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
今
英
国
人
は
五
十
年
国
恥
紀

念
会
を
発
起
し
、
英
政
府
に
鴉
片
条
約
の
廃
棄
を
要
求
し
て
い
る
。
し
か
し

英
政
府
は
中
国
人
が
未
だ
そ
れ
を
要
求
し
て
い
な
い
と
し
て
、
未
だ
こ
れ
を

認
め
て
い
な
い
。
中
国
は
誠
に
こ
の
機
会
に
赴
き
、
こ
れ
と
連
絡
し
、
両
国

政
府
に
要
求
す
れ
ば
、
必
ず
実
現
出
来
る
で
あ
ろ
う
云
云
。

こ
の
会
に
参
加
し
た
外
国
人
は
丁
義
華
の
外
に
、
ア
メ
リ
カ
人
牧
師
一
人
と

女
教
友
二
人
が
お
り
、
こ
の
牧
師
継
丁
(
原
名
不
詳
)
が
至
誠
に
出
る
演
説
を

行
な
い
、
参
会
者
を
感
動
さ
せ
た
。
続
い
て
銭
維
驥
が
、
こ
の
機
会
を
失
う
事

無
く
即
ち
に
実
行
す
べ
き
事
を
訴
え
た
後
、
主
席
上
り
八
ヵ
条
か
ら
成
る
こ
の

会
の
今
後
の
方
針
が
提
起
さ
れ
た
。
即
ち
、

一

本
会
の
名
称
を
中
国
国
民
禁
煙
総
会
と
す
る
。

一

本
会
は
禁
煙
期
限
の
短
縮
と
、
英
政
府
に
鴉
片
輸
入
条
約
の
廃
止
を
要

求
す
る
事
を
趣
旨
と
す
る
。

一

各
省
及
び
府
庁
州
県
の
自
治
団
体
を
連
合
し
、
禁
煙
分
会
を
設
立
す
る
。

一

資
政
院
及
び
各
省
諮
議
局
に
、
政
府
及
び
各
省
督
撫
に
協
力
し
、
禁
煙

期
限
を
短
縮
し
、
厳
し
い
法
令
を
制
定
し
て
実
施
す
る
事
を
要
請
す
る
。

一

英
国
五
十
年
国
恥
紀
念
会
と
連
絡
し
、
声
気
を
通
ず
る
。

一

各
国
の
教
会
・
慈
善
会
に
書
簡
を
送
り
、
声
援
を
広
め
、
正
義
を
伝
え

る
。

一

広
く
論
説
を
著
し
、
英
文
・
華
文
の
各
新
聞
に
投
稿
・
揚
載
し
て
、
鼓

吹
に
資
す
。

一

国
民
の
名
義
で
、
外
務
部
に
対
し
て
英
政
府
と
交
渉
し
、
禁
煙
期
限
の

短
縮
と
、
そ
の
満
期
を
鴉
片
輸
入
条
約
の
廃
止
の
期
と
す
る
事
を
約
定
す

る
様
に
提
案
す
る
。

こ
の
提
案
に
対
す
る
討
論
の
中
で
、
こ
れ
は
官
紳
合
弁
で
為
す
べ
き
事
、
資

政
院
に
提
案
通
過
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
参
加
者
中
よ
り
、
既
に
資
政
院
に
お
い
て
こ
の
議
案
が
提
案
さ
れ
て
い
る
事
、

又
昨
日
既
に
湖
南
諮
議
局
の
「
禁
煙
会
核
議
案
」
が
通
過
し
た
事
が
述
べ
ら
れ

れ
た
。
禁
煙
の
年
限
に
つ
い
て
、
資
政
院
議
員
林
炳
章
は
、
資
政
院
に
提
案
さ

れ
た
議
案
で
は
期
限
を
宣
統
四
年
に
す
る
事
と
な
っ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
、
周

震
麟
は
湖
南
の
「
核
議
案
」
で
は
宣
統
三
年
を
期
限
と
す
る
事
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
を
一
致
さ
せ
る
べ
き
で
、
四
年
を
待
つ
べ
き
で
な
い
と
の
意
見
が

出
さ
れ
、
多
く
の
賛
成
を
得
た
。
次
い
で
林
炳
章
上
り
、
英
国
国
恥
紀
念
会
に

資
政
院
の
名
義
で
打
電
し
て
連
帯
す
る
事
、
各
省
諮
議
局
に
通
電
し
て
連
絡
す

る
事
が
提
案
さ
れ
、
賛
成
を
得
た
。
又
呉
夢
蘭
は
、
明
年
パ
ー
ク
で
開
催
予
定

の
万
国
禁
煙
会
に
対
し
て
、
外
務
部
は
委
員
を
派
遣
す
べ
き
で
あ
る
が
、
前
回

派
遣
し
た
者
は
極
め
て
愚
鈍
な
為
に
、
効
力
を
生
じ
な
か
っ
た
の
で
、
有
能
な

人
員
を
要
請
す
る
事
、
及
び
本
会
か
ら
も
代
表
を
派
遣
し
て
各
国
の
援
助
を
要

請
す
べ
き
で
あ
る
等
の
提
案
が
為
さ
れ
た
。

時
間
が
既
に
五
時
に
な
っ
た
為
に
、
林
炳
章
・
陳
清
震
・
趙
憲
曾
・
胡
家
祺
・
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斉
樹
楷
の
五
名
を
起
草
委
員
に
推
薦
し
、
簡
章
の
起
草
が
成
っ
た
時
点
で
再
度

開
催
す
る
事
を
決
め
て
散
会
し
た
。

更
に
「
東
方
雑
誌
」
は
翌
年
一
月
二
十
五
日
付
で
、
「
中
国
国
民
禁
煙
会
読
記
」

と
題
し
て
、
第
二
回
の
集
会
を
報
じ
て
い
る
。
即
ち
、
十
一
月
二
十
九
日
(
旧

暦
十
月
二
十
八
口
)
午
後
、
北
京
西
城
の
中
等
商
業
学
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

国
民
的
な
禁
煙
の
進
行
方
法
が
協
議
さ
れ
、
三
ヵ
条
の
議
決
が
為
さ
れ
た
。
そ

の
内
容
は
次
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

一

外
務
部
は
英
政
府
と
交
渉
し
、
鴉
片
輸
入
条
約
を
廃
止
し
、
中
国
の
自

由
禁
煙
の
主
権
を
回
復
す
る
事
を
要
求
す
べ
き
で
あ
る
。

一

資
政
院
は
禁
煙
年
限
を
短
縮
し
、
厳
し
く
条
例
を
定
め
る
事
を
議
決
し

奏
請
施
行
す
る
事
、
又
外
務
部
に
鴉
片
条
約
を
廃
止
す
る
様
に
通
知
す
る

事
を
要
求
す
る
。

一

各
省
諮
議
局
及
び
各
自
治
団
体
を
連
合
し
、
国
家
に
協
力
援
助
し
、
進

行
を
期
す
る
。

こ
の
間
に
、
林
炳
章
の
筆
頭
名
で
ロ
ン
ド
ン
の
国
恥
紀
念
会
に
対
し
て
、

中
国
国
民
禁
煙
会
が
北
京
に
お
い
て
成
立
し
、
既
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
全
て
の

鴉
片
を
即
時
禁
止
す
る
事
を
要
求
し
た
事
を
伝
え
る
電
報
が
打
た
れ
、
更
に
丁

義
華
は
ワ
シ
ン
ト
ン
の
万
国
改
良
会
に
同
様
の
電
報
が
打
た
れ
て
お
り
、
海
外

の
反
鴉
片
運
動
の
組
織
と
の
連
帯
の
具
体
的
な
行
動
が
取
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
こ
の
「
中
国
国
民
禁
煙
総
会
」
の
成
立
に
尽
力
し
た
人
物
に
つ
い
て
考

察
す
れ
ば
、
既
に
見
た
様
に
、
最
初
働
き
か
け
を
行
な
っ
た
人
物
は
丁
義
華
で

あ
る
。
こ
の
人
物
に
つ
い
て
「
近
代
未
草
外
国
人
名
辞
典
」
に
拠
れ
ば
、
一
八

六
八
年
生
れ
の
ア
メ
リ
カ
人
T
h
w
i
n
g
｡

E
d
w
a
r
d

W
a
i
t
e
で
あ
り
、
ア
メ
リ

カ
北
長
老
会
の
宣
教
師
で
、
一
八
八
七
年
に
広
州
格
致
書
院
の
教
師
と
し
て
中

国
に
未
て
、
後
に
新
聞
界
で
四
年
間
仕
事
を
し
た
。
そ
し
て
辛
亥
革
命
の
前
後

に
禁
煙
工
作
に
従
事
し
、
北
京
の
万
国
改
良
会
(
T
h
e

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l

R
e
f
o
r
ヨ

B
u
r
e
a
u
)
会
長
に
就
任
し
た
。
彼
は
一
九
一
一
年
に
T
h
e

O
p
i
u
m

Q
u
e
s
t
i
o
n

a
n
d

t
h
e
P
r
e
s
e
n
tM
o
v
e
m
e
n
t
"
の
著
書
を
残
し
て
い
る
と
言
う
。
又
こ
こ

に
出
て
く
る
「
万
国
改
良
会
」
が
如
何
な
る
組
織
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
ぱ
、

未
だ
充
分
明
か
に
出
来
ず
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
本
部
を
置
く
キ
リ
ス
ト
教
団
体
の

組
織
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
後
考
を
待
ち
た
い
。

こ
の
ト
ウ
イ
ン
グ
の
提
唱
を
受
け
て
活
動
し
た
中
国
人
と
し
て
、
国
民
禁
煙

総
会
の
成
立
に
関
す
る
記
事
に
登
場
す
る
人
物
は
十
二
名
で
あ
り
、
内
資
政
院

議
員
が
五
名
い
る
。
即
ち
成
立
大
会
の
主
席
を
務
め
た
于
邦
華
は
直
隷
諮
議
局

議
員
で
選
抜
さ
れ
て
資
政
院
議
員
に
な
っ
て
い
る
。
大
会
で
積
極
的
に
発
言
し

て
、
後
に
彼
の
筆
頭
名
で
ロ
ン
ド
ン
の
国
恥
紀
念
会
に
打
電
し
た
林
炳
章
は
、

か
の
林
則
徐
の
孫
で
あ
り
、
進
土
出
身
で
翰
林
院
庶
吉
土
を
経
て
、
候
補
四
品

京
堂
で
郵
伝
部
丞
参
上
行
走
の
任
に
在
り
、
資
政
院
の
欽
選
議
員
で
あ
っ
た
。

民
国
に
な
っ
て
後
、
彼
は
郷
里
の
福
建
去
毒
社
の
社
長
に
推
挙
さ
れ
た
と
言
う
。

発
起
人
の
一
人
胡
家
祺
は
日
本
の
宏
文
学
院
師
範
科
に
留
学
、
帰
国
後
、
天
津

府
中
学
堂
監
督
に
就
任
、
諮
議
局
議
員
で
あ
り
、
資
政
院
議
員
で
あ
る
。
同
じ

く
斉
樹
楷
は
法
政
大
学
に
留
学
し
、
諮
議
局
議
員
・
資
政
院
議
員
で
あ
る
。
更

に
四
川
省
諮
議
局
議
員
で
選
抜
さ
れ
資
政
院
議
員
と
な
っ
て
い
た
高
凌
霄
も
参

加
し
て
い
る
。
こ
の
外
に
法
政
大
学
に
留
学
体
験
を
持
つ
湖
北
諮
議
局
議
員
の

陳
登
山
の
名
も
見
え
る
。
そ
の
他
来
歴
不
明
の
者
は
、
発
起
人
や
起
草
委
員
と

な
っ
た
陳
清
震
・
趙
憲
曾
、
発
言
者
と
し
て
銭
維
驥
・
周
震
麟
・
呉
夢
蘭
・
蒋

履
曾
が
い
る
。

知
り
得
る
参
加
者
の
構
成
か
ら
見
れ
ば
、
資
政
院
議
員
や
諮
議
局
議
員
、
が
中

心
で
あ
り
、
ト
ウ
イ
ン
グ
が
働
き
か
け
た
の
も
、
先
に
在
っ
た
様
に
資
政
院
議

員
や
学
界
・
紳
界
で
あ
っ
た
事
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
且
つ
日
本
へ
の
留
学
体

験
を
持
つ
者
が
中
心
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
る
事
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
事
は

当
時
の
政
治
情
勢
か
ら
見
れ
ば
、
大
局
的
に
は
立
憲
派
に
位
置
す
る
人
々
で
あ

-
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清朝最末期における禁煙運動に関する覚書(

る
。
発
足
間
も
な
い
資
政
院
に
つ
い
て
言
え
ば
、
当
時
の
最
大
の
論
議
の
対
象

は
国
会
の
速
や
か
な
開
設
で
あ
り
、
資
政
院
と
政
府
・
諮
議
局
と
督
撫
の
権
限

問
題
で
あ
っ
た
が
、
後
に
詳
し
く
見
る
様
に
、
こ
の
禁
煙
問
題
は
資
政
院
の
重

要
議
題
の
一
つ
に
加
え
ら
れ
、
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
「
中
国
国
民
禁
煙
総
会
」
の
目
指
し
た
も
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
反
鴉
片

貿
易
運
動
の
展
開
と
連
帯
し
、
共
に
中
・
英
国
両
政
府
に
鴉
片
貿
易
の
禁
止
、

そ
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
「
鴉
片
条
約
」
の
廃
止
-
具
体
的
に
「
鴉
片
条
約
」

な
る
条
約
は
存
在
し
な
い
が
、
一
八
五
八
年
(
咸
豊
八
)
調
印
、
一
八
六
〇
年

(
咸
豊
十
)
発
効
の
「
天
津
条
約
」
に
基
づ
く
「
中
英
通
商
章
程
」
第
五
条
に

規
定
さ
れ
た
鴉
片
の
関
税
賦
課
に
よ
る
輸
入
の
合
法
化
の
規
定
、
一
八
七
六
年

(
光
緒
二
)
調
印
の
「
煙
台
条
約
」
第
十
二
条
と
こ
れ
に
関
す
る
一
八
八
五
年

(
光
緒
十
二
の
「
中
英
続
増
専
条
」
の
規
定
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
I
―
を
、

そ
の
根
本
規
定
で
あ
る
「
中
英
通
商
章
程
」
第
五
条
規
定
を
「
天
津
条
約
」
第

二
十
七
条
の
税
則
及
び
通
商
条
項
に
関
す
る
十
年
を
単
位
と
す
る
見
直
し
規
定

に
依
拠
し
て
、
恰
も
五
十
年
目
を
迎
え
る
こ
の
年
に
、
廃
止
の
合
意
を
得
る
事
、

そ
れ
に
上
っ
て
中
国
の
自
由
意
志
に
基
づ
い
て
鴉
片
の
禁
止
を
行
な
う
事
を
可

能
に
す
る
事
(
禁
煙
自
主
権
の
回
復
)
で
あ
り
、
そ
し
て
現
に
中
英
政
府
間
で

合
意
施
行
さ
れ
て
い
る
印
度
鴉
片
の
輸
入
の
十
年
逓
減
の
期
限
を
、
上
り
短
縮

す
る
事
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
方
法
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
会
を
中
央
の
機
関
と
し
、
各
省

の
府
庁
州
県
レ
ベ
ル
に
分
会
を
組
織
し
、
国
内
世
論
を
盛
り
上
げ
る
事
(
「
民
立

報
」
に
は
、
天
津
分
会
の
活
動
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
)
、
海
外
の
反
鴉
片
世
論

の
喚
起
と
そ
の
運
動
と
の
連
帯
、
資
政
院
・
諮
議
局
に
お
け
る
禁
煙
期
限
短
縮

の
法
令
等
の
制
定
、
政
府
・
外
務
部
に
対
す
る
対
英
「
鴉
片
条
約
」
廃
止
交
渉

の
要
請
活
動
等
で
あ
っ
た
。

こ
の
「
中
国
国
民
禁
煙
総
会
」
の
活
動
が
如
何
な
る
役
割
を
果
し
た
か
、
と

い
う
点
に
つ
い
て
、
以
下
資
政
院
に
お
け
る
論
議
の
状
況
、
及
び
政
府
の
対
英

交
渉
の
動
向
か
ら
、
節
を
変
え
て
検
討
す
る
事
と
す
る
。

三

資
政
院
に
お
け
る
禁
煙
論
議

資
政
院
に
お
け
る
鴉
片
問
題
の
論
議
に
つ
い
て
は
、
先
の
成
立
大
会
の
論
議

に
示
さ
れ
て
い
る
様
に
、
既
に
大
会
以
前
に
こ
の
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
事

が
知
ら
れ
る
、
そ
れ
が
何
時
の
事
か
は
明
か
で
な
い
。
資
政
院
は
一
九
一
〇
年

十
月
三
日
(
宣
統
二
・
九
・
一
）
に
開
院
さ
れ
た
が
、
こ
の
日
は
又
前
年
設
置

さ
れ
た
各
省
諮
議
局
の
第
二
回
開
会
の
日
で
も
あ
っ
た
。
当
時
各
省
で
は
諮
議

局
と
督
撫
と
の
対
立
・
抗
争
問
題
が
起
こ
っ
て
お
り
、
広
西
に
在
っ
て
は
鴉
片

禁
止
問
題
に
お
い
て
対
立
が
発
生
し
、
議
員
全
員
の
辞
職
騒
ぎ
に
発
展
し
て
い

た
。
即
ち
前
年
の
第
一
回
の
会
期
中
に
、
巡
撫
張
鳴
岐
が
禁
煙
議
案
を
提
出
し
、

全
員
の
賛
成
に
上
っ
て
一
九
一
〇
年
五
月
九
日
(
四
・
一
）
を
期
し
て
、
省
内

で
の
鴉
片
の
流
通
・
販
売
・
吸
飲
を
一
律
に
禁
止
す
る
議
案
を
可
決
し
、
巡
撫

よ
り
土
奏
・
施
行
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。
所
が
当
の
巡
撫
は
、
土
薬
商
人
の
要

請
と
鴉
片
税
の
補
填
を
一
時
に
行
な
う
事
出
来
な
い
と
い
う
財
政
の
困
難
を
理

由
に
、
諮
議
局
に
諮
る
事
無
く
、
勧
業
道
と
禁
煙
公
所
の
検
討
に
上
り
「
分
区

分
期
辨
法
」
(
地
区
毎
に
そ
の
状
況
に
応
じ
て
禁
煙
の
期
限
を
定
め
る
方
法
)
に

改
め
上
う
と
し
た
事
か
ら
、
諮
議
局
議
員
は
諮
議
局
の
権
限
を
侵
犯
す
る
も
の

と
し
て
、
全
員
辞
職
し
て
巡
撫
の
不
当
性
を
資
政
院
に
訴
え
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
資
政
院
は
事
実
関
係
の
調
査
の
上
、
巡
撫
張
鳴
岐
の
措
置
を
不

当
と
裁
定
し
て
上
奏
し
、
政
府
も
こ
れ
を
認
め
て
当
初
の
議
決
通
り
に
す
る
事

と
、
議
員
の
辞
職
を
慰
留
さ
せ
て
決
着
を
つ
け
た
。
こ
の
論
議
の
主
要
な
争
点

は
諮
議
局
・
資
政
院
と
督
撫
・
軍
機
処
と
の
間
の
権
限
問
題
で
あ
っ
た
が
、
鴉

片
問
題
に
つ
い
て
、
資
政
院
は
広
西
諮
議
局
の
即
時
一
律
禁
絶
の
立
場
を
支
持

し
て
い
る
事
が
知
ら
れ
る
。
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次
に
議
論
さ
れ
た
の
は
、
湖
南
諮
議
局
上
り
提
議
さ
れ
た
「
禁
煙
核
議
案
」

に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
先
の
国
民
禁
煙
総
会
に
お
い
て
論
及
さ
れ
た
様
に
、
湖

南
諮
議
局
は
(
一
)
一
九
一
一
年
(
宣
統
三
)
を
鴉
片
根
絶
の
期
限
と
す
る
事
、

従
っ
て
中
・
英
両
政
府
に
上
っ
て
協
定
さ
れ
て
い
る
一
九
一
七
年
(
宣
統
九
)

ま
で
に
逓
減
し
て
根
絶
す
る
方
法
を
改
め
る
事
、
二
万
こ
れ
ら
の
措
置
は
官
紳

合
弁
で
行
な
う
事
を
資
政
院
、
が
議
決
す
る
事
を
陳
請
し
た
。
こ
の
案
件
に
つ
い

て
資
政
院
は
、
第
一
股
の
審
査
に
付
し
、
そ
の
結
果
を
第
十
四
会
議
(
会
議
日

不
明
)
に
お
い
て
、
陳
請
の
原
案
通
り
採
択
す
べ
き
事
が
報
告
さ
れ
、
林
炳
章
・

于
邦
華
等
の
発
言
の
後
に
表
決
に
付
さ
れ
、
湖
南
選
出
議
員
退
出
の
後
、
全
体

の
賛
成
を
得
て
採
択
さ
れ
た
と
言
う
。

更
に
「
諮
議
局
等
連
合
会
議
」
の
名
義
で
「
全
国
禁
煙
辨
法
」
が
陳
請
さ
れ

た
事
が
、
「
民
立
報
」
十
二
月
六
日
付
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
大
要
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

度
支
部
の
定
め
た
「
分
年
分
省
」
の
方
法
で
は
、
従
来
同
様
成
果
を
挙
げ
る

事
は
出
来
な
い
と
し
て
、
共
同
し
て
緊
急
に
救
弊
の
法
を
研
究
し
た
結
果
、
二
)

各
省
は
一
律
に
期
限
を
定
め
て
禁
種
を
行
な
う
、
（
二
)
土
薬
の
他
省
へ
の
移
送

を
厳
禁
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
こ
れ
を
効
果
的
に
実
施
す
る
為
に
解

決
を
要
す
る
問
題
と
し
て
、
第
一
に
統
税
問
題
を
挙
げ
、
従
来
の
「
寓
禁
於
徴
」

政
策
を
批
判
し
、
統
税
徴
収
を
廃
止
し
税
局
の
撤
廃
を
要
求
し
て
い
る
。
第
二

に
洋
薬
問
題
に
つ
い
て
、
十
年
逓
減
の
法
は
そ
の
期
限
及
び
数
量
の
短
縮
・
削

減
が
、
中
国
国
内
の
禁
煙
の
実
行
如
何
に
上
っ
て
決
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
。
先

の
万
国
禁
煙
大
会
に
お
い
て
も
皆
こ
の
考
え
に
賛
成
し
、
中
国
の
禁
煙
の
熱
意

に
賛
助
を
表
示
し
た
。
従
っ
て
中
国
が
一
律
に
禁
絶
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
は
期

限
の
延
期
を
要
求
す
る
事
は
出
来
な
い
と
述
べ
、
十
年
逓
減
の
短
縮
に
は
。
国
内

の
禁
煙
を
早
急
に
進
め
る
方
法
を
研
究
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
が
成
れ
ば
自
ず

と
洋
薬
の
輸
入
逓
減
期
間
も
短
縮
さ
れ
る
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
い
る
。
こ
の

二
問
題
を
解
決
す
る
為
に
、
(
一
）
全
国
一
律
に
今
秋
上
り
一
年
内
に
罌
粟
栽
培

の
禁
絶
を
行
な
う
諭
旨
を
降
す
事
、
(
二
)
土
薬
の
省
間
の
移
出
入
を
禁
止
し
、

戒
煙
局
の
設
置
・
戒
煙
薬
の
用
意
・
官
膏
導
買
局
の
設
置
に
上
っ
て
禁
吸
の
補

助
と
す
る
事
、
(
三
)
禁
種
・
禁
吸
の
具
体
的
な
執
行
方
法
は
各
省
督
撫
が
諮
議

局
と
協
議
の
上
、
本
省
単
行
法
規
を
制
定
し
て
一
律
に
施
行
す
る
事
を
求
め
て

い
る
。
こ
の
陳
請
が
提
起
さ
れ
た
時
期
は
明
か
で
は
な
い
が
、
内
容
は
専
ら
国
内
の

禁
種
・
禁
吸
に
重
点
が
置
か
れ
、
洋
薬
の
輸
入
に
つ
い
て
は
十
年
逓
減
法
を
是

認
し
、
中
国
の
努
力
に
上
っ
て
そ
の
期
間
の
短
縮
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て

お
り
、
湖
南
諮
議
局
の
提
出
し
た
対
英
交
渉
に
上
る
即
時
の
輸
入
禁
止
策
要
求

と
は
異
な
っ
て
い
る
。
諮
議
局
等
連
合
会
議
と
い
う
上
り
大
き
な
組
織
の
要
求

と
す
る
際
に
、
そ
の
内
容
が
緩
和
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
陳
請
が
資
政
院
に
提
議
さ
れ
た
の
か
、
或
い
は
そ
こ
で
如
何
な
る
討
議

が
為
さ
れ
た
か
、
明
か
で
な
い
。
と
も
か
く
諮
議
局
の
鴉
片
問
題
に
対
す
る
集

約
的
な
考
え
方
を
こ
こ
に
見
る
事
が
出
来
よ
う
。

さ
て
先
の
国
民
禁
煙
総
会
の
成
立
大
会
の
席
上
、
資
政
院
に
お
い
て
も
鴉
片

問
題
に
関
す
る
議
案
が
提
案
さ
れ
て
い
る
と
い
う
発
言
が
有
っ
た
事
を
述
べ
た

が
、
そ
れ
が
何
時
・
誰
に
上
っ
て
提
案
さ
れ
た
の
か
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
な

い
。
只
そ
の
内
容
は
禁
煙
の
期
限
を
宣
統
四
年
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
議
案
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
「
民
立
報
」
九
一
〇
年
十
二
月

九
日
付
の
「
縮
短
禁
煙
期
限
議
案
、
吸
煙
人
注
意
注
意
」
の
記
事
に
見
ら
れ
る

が
、
こ
の
議
案
の
提
案
時
期
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
内
容
を
見
れ
ば
、

こ
の
議
案
は
一
丸
〇
元
年
に
憲
政
編
査
館
が
奏
定
し
た
「
核
訂
禁
煙
条
例
」
の

修
正
と
禁
煙
期
限
を
短
縮
す
る
議
案
と
し
て
、
資
政
院
議
員
に
上
っ
て
提
案
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
議
案
で
は
宣
統
四
年
十
二
月
を
禁
煙
の
期
限
と
し
、

具
体
的
に
は
、
六
十
才
以
下
の
者
は
宣
統
三
年
十
二
月
を
期
限
と
し
て
一
律
に
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吸
飲
を
禁
じ
、
四
年
六
月
以
後
地
方
言
が
当
該
地
方
自
治
会
と
共
に
、
調
査
戸

口
章
程
に
よ
っ
て
一
戸
毎
に
調
査
し
、
若
し
尚
吸
飲
者
が
有
れ
ば
、
図
長
・
族

長
の
責
任
に
よ
っ
て
残
り
六
か
月
以
内
に
戒
断
さ
せ
、
宣
統
五
年
以
後
の
吸
飲

者
に
対
し
て
は
厳
重
に
懲
罰
を
加
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
又
「
禁
煙
条
例
」

の
改
訂
案
は
、
条
例
に
違
反
し
て
吸
飲
を
続
け
る
吸
飲
者
、
及
び
そ
の
事
実
を

知
り
つ
つ
彼
を
雇
傭
し
た
雇
主
に
対
す
る
罰
金
規
定
、
職
務
怠
慢
の
地
方
官
に

対
す
る
処
分
規
定
等
の
改
訂
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
「
条
例
」
で

言
う
禁
煙
と
は
、
鴉
片
の
吸
飲
を
対
象
と
し
て
お
り
、
こ
こ
で
中
心
の
問
題
と

し
て
い
る
鴉
片
の
供
給
、
就
中
印
度
鴉
片
の
輸
入
の
禁
止
を
対
象
と
し
た
も
の

で
は
無
い
。
勿
論
鴉
片
の
需
要
を
宣
統
四
年
一
杯
で
絶
つ
と
い
う
事
は
、
同
時

に
そ
の
供
給
も
絶
つ
事
を
含
む
筈
で
あ
る
が
、
こ
の
「
条
例
」
案
で
は
。

前
に
十
年
を
限
る
。
和
算
す
る
に
宣
統
七
年
に
至
っ
て
止
む
。
茲
に
宣
統

四
年
に
定
め
る
は
、
僅
か
に
三
年
を
縮
短
す
る
の
み
。

と
あ
り
、
鴉
片
輸
入
の
十
年
逓
減
に
基
づ
く
、
国
内
の
禁
種
・
禁
吸
の
逓
減
期

間
の
短
縮
が
言
及
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

国
民
禁
煙
総
会
の
禁
煙
の
主
た
る
狙
い
は
、
輸
入
鴉
片
の
十
年
逓
減
の
期
間

短
縮
で
あ
り
、
そ
の
点
で
こ
の
議
案
と
い
さ
さ
か
趣
旨
を
異
に
し
て
い
る
が
、

資
政
院
と
し
て
印
度
鴉
片
輸
入
の
逓
減
期
間
の
短
縮
を
立
法
化
す
る
と
し
て

も
、
精
々
外
交
交
渉
を
担
当
す
る
外
務
部
に
要
求
す
る
決
議
を
行
な
う
事
が
出

来
る
程
度
で
あ
っ
て
、
資
政
院
自
体
が
逓
減
期
間
の
短
縮
を
決
定
す
る
事
は
出

来
な
い
為
に
、
国
内
に
お
け
る
需
要
・
供
給
の
禁
止
期
限
の
短
縮
を
立
法
化
し

上
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

所
で
「
民
立
報
」
十
一
月
廿
七
目
付
に
。

資
政
院
現
に
正
に
禁
煙
開
題
を
集
議
せ
ん
と
す
る
に
、
探
聞
す
る
に
、
恭

邸
及
び
陸
中
堂
は
こ
の
事
に
対
し
て
注
重
を
為
し
、
日
前
禁
煙
公
所
に
在
っ

て
集
議
し
、
本
星
期
二
(
十
一
月
二
十
九
日
か
)
上
り
始
め
て
、
輪
流
親
か

ら
該
院
に
赴
き
、
集
議
の
情
形
を
観
察
し
、
以
て
各
議
員
の
禁
煙
要
政
に
対

す
る
真
相
を
考
核
す
る
に
便
に
せ
ん
事
を
擬
す
。

と
報
じ
、
伝
聞
と
し
て
当
時
禁
煙
大
臣
の
任
に
在
っ
た
恭
親
王
溥
偉
と
陸
潤
庠

が
資
政
院
の
論
議
に
注
目
し
て
い
た
事
を
伝
え
て
い
る
。
彼
ら
が
如
何
な
る
観

点
か
ら
そ
の
審
議
状
況
を
監
視
し
上
う
と
し
た
か
明
か
で
な
い
が
、
こ
の
頃
に

資
政
院
に
お
い
て
、
禁
煙
問
題
が
議
題
の
I
と
し
て
集
中
審
議
さ
れ
た
事
が
知

ら
れ
る
。

さ
て
資
政
院
に
お
け
る
審
議
状
況
に
つ
い
て
は
、
「
民
立
報
」
に
毎
回
そ
の
内

容
の
概
略
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
会
議
日
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合

が
多
く
、
明
記
さ
れ
て
い
て
も
誤
記
と
思
わ
れ
る
場
合
も
有
っ
て
、
会
議
の
月

日
は
必
ず
し
も
明
か
で
は
な
い
。
十
一
月
廿
二
日
付
の
「
資
政
十
五
議
会
記
」

に
、
十
一
月
十
五
日
の
審
議
状
況
と
し
て
、
于
邦
華
が
全
国
禁
煙
問
題
を
繰
り

上
げ
て
審
査
に
付
す
る
事
を
提
議
し
た
事
を
伝
え
、
「
資
政
十
九
議
会
記
」
(
会

議
日
不
明
)
に
は
、
胡
家
祺
が
禁
煙
の
一
件
は
先
に
特
任
股
員
の
審
査
に
付
さ

れ
て
い
る
が
、
聞
け
ば
英
公
使
が
既
に
外
務
部
と
交
渉
を
開
始
し
て
い
る
と
言

う
が
、
仍
お
十
年
を
期
限
と
す
る
主
張
を
行
な
っ
て
い
る
か
否
か
と
の
質
問
を

提
起
し
。
今
審
査
会
は
す
で
に
決
定
し
、
宣
統
三
年
一
律
禁
絶
と
為
す
。
如
し
外
部

こ
の
約
に
対
し
て
画
諾
す
れ
ば
、
則
ち
挽
回
難
し
。

と
発
言
し
、
許
鼎
霖
(
江
蘇
選
出
議
員
)
は
、
「
こ
れ
は
恐
ら
く
禁
運
の
事
で
あ

ろ
う
が
、
英
は
文
明
の
国
で
あ
る
か
ら
、
我
が
国
が
若
し
禁
絶
し
て
後
、
想
う

に
英
政
府
亦
同
情
を
表
す
で
あ
ろ
う
ご
と
楽
観
的
な
発
言
を
し
た
事
を
伝
え
て

い
る
。
そ
し
て
十
二
月
十
一
日
付
の
「
資
政
院
廿
一
議
会
記
」
に
、
十
二
月
二

目
の
審
議
状
況
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
拠
れ
ば
。

李
文
煕
(
四
川
選
出
議
員
)
禁
煙
辨
法
の
大
意
を
報
告
す
。
約
そ
三
層
に

分
か
つ
。
一
、
禁
種
は
本
年
十
二
月
を
以
て
止
め
と
為
す
。
二
、
禁
運
は
明
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年
六
月
を
以
て
止
め
と
為
す
。
三
、
禁
吸
は
明
年
十
二
月
を
以
て
止
め
と
為

す
と
。
衆
人
期
限
に
お
い
て
頗
る
争
論
有
り
。
後
議
長
報
告
書
の
三
期
限
を

以
て
表
決
に
付
す
。
衆
賛
成
し
、
議
長
宣
告
す
る
に
こ
の
章
程
と
条
例
は
I

案
に
帰
併
し
、
特
任
股
具
に
付
し
て
審
査
す
る
を
以
て
す
。

と
あ
り
、
審
査
会
の
報
告
で
は
印
度
鴉
片
の
輸
入
を
含
む
禁
運
は
、
宣
統
三
年

六
月
を
期
限
と
す
る
と
さ
れ
、
最
も
遅
い
禁
吸
も
宣
統
三
年
十
二
月
を
期
限
と

す
る
案
で
あ
り
、
こ
れ
が
賛
成
多
数
を
得
て
採
択
さ
れ
た
事
を
示
し
て
い
る
。

従
っ
て
資
政
院
の
当
初
の
議
員
提
案
の
禁
煙
期
限
短
縮
の
議
案
は
、
審
査
会
に

お
い
て
そ
の
期
限
が
更
に
一
年
短
縮
さ
れ
て
採
択
さ
れ
、
こ
れ
と
「
禁
煙
条
例
」

修
正
案
を
一
つ
の
法
案
に
ま
と
め
る
作
業
が
、
特
任
股
具
に
委
さ
れ
た
訳
で
あ

る
。
そ
の
際
林
炳
章
が
対
英
交
渉
に
つ
い
て
発
言
し
た
。
即
ち
、

林
炳
章
言
う
。
禁
煙
今
実
行
す
れ
ば
、
外
国
も
亦
承
認
せ
ん
。
禁
運
に
至
っ

て
は
、
万
再
び
新
約
を
訂
す
べ
か
ら
ず
。
宜
し
く
外
部
に
知
照
す
べ
し
と
。

外
部
特
派
員
答
え
て
言
う
。
こ
の
禁
煙
の
事
は
こ
れ
を
操
す
る
は
我
に
在
り
。

我
若
し
禁
絶
す
れ
ば
、
彼
何
ぞ
能
く
為
さ
ん
や
。
先
に
廃
約
を
言
う
は
頗
る

措
詞
し
難
し
と
。
こ
こ
に
お
い
て
多
く
外
部
を
攻
撃
し
、
皆
宜
し
く
禁
運
の

事
を
以
て
外
部
に
責
成
す
べ
し
と
謂
う
。
特
派
員
遂
に
承
認
し
、
敢
て
発
言

せ
ず
。

と
あ
り
、
林
炳
章
は
中
国
が
禁
煙
を
実
行
す
る
な
ら
ば
、
外
国
も
こ
れ
を
支
持

す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
間
で
逓
減
に
関
す
る
新
た
な
協
定
を
締

結
す
べ
き
で
な
い
事
を
外
務
部
に
通
知
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
に
対
し

て
、
外
務
部
委
員
は
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
「
鴉
片
条
約
」
の
廃
止
を
要
求
す
る

事
に
難
色
を
示
し
た
為
に
、
多
数
の
議
員
の
非
難
を
浴
び
、
結
局
廃
止
交
渉
を

外
務
部
の
責
任
に
お
い
て
行
な
う
事
を
承
認
さ
せ
ら
れ
た
と
言
う
。

所
が
十
二
月
二
十
九
目
付
の
「
資
政
念
六
議
会
記
」
に
、
十
二
月
二
十
一

ロ
の
会
議
の
状
況
と
し
て
、

八

次
い
で
禁
煙
辨
法
議
案
の
為
に
林
炳
章
・
陳
樹
楷
報
告
書
に
反
対
し
て
謂

う
。
禁
煙
条
例
は
廃
止
す
べ
か
ら
ず
。
査
報
も
亦
欠
く
べ
か
ら
ず
。
再
び
審

査
を
請
う
と
。
于
邦
華
も
亦
こ
の
報
告
に
賛
成
せ
ず
。
即
ち
禁
煙
条
例
及
び

査
報
の
一
事
を
廃
す
べ
か
ら
ず
。
前
場
の
表
決
即
ち
に
通
告
を
為
し
、
必
ず

し
も
再
び
審
査
せ
ざ
ら
ん
こ
と
を
請
う
。
衆
賛
成
す
。

と
あ
り
、
前
回
の
表
決
が
覆
さ
れ
、
禁
煙
条
例
の
廃
止
と
月
毎
の
査
察
の
報
告

を
廃
止
す
る
と
い
う
審
査
会
案
に
変
わ
っ
て
い
た
事
が
知
ら
れ
る
。
結
局
こ
の

日
の
会
議
は
、

院
内
の
電
灯
既
に
明
に
し
て
復
だ
滅
し
、
黒
暗
世
界
を
成
す
を
致
す
。
亦

怪
現
象
な
り
。

と
い
う
事
態
の
中
で
散
会
し
た
。
そ
し
て
一
九
一
一
年
一
月
一
目
付
の
「
資
故

念
七
議
会
記
」
(
開
催
日
は
念
六
議
会
と
同
日
に
な
っ
て
お
り
、
明
ら
か
に
誤
り

で
あ
る
。
実
際
の
開
催
日
は
不
明
)
に
は
、

劉
曜
垣
(
広
東
選
出
議
員
)
審
査
大
意
を
報
告
す
。
李
文
煕
報
告
書
中
上

り
嗣
後
の
二
字
を
刪
去
せ
ん
と
す
。
劉
景
烈
(
江
西
選
出
員
、
日
本
の
成
城

学
校
及
び
陸
軍
土
官
学
校
出
身
)
は
こ
れ
に
反
対
し
て
謂
う
に
、
前
次
表
決

の
主
旨
と
衝
突
す
と
。
李
文
煕
又
こ
れ
に
反
駁
し
、
争
論
頗
る
烈
な
り
。
易

宗
(
湖
南
選
出
議
員
、
日
本
留
学
)
討
論
の
終
止
を
倡
議
し
、
即
ち
に
表

決
に
付
す
。
遂
に
李
文
煕
の
修
正
案
を
将
っ
て
表
決
に
付
す
る
に
、
賛
成
多

数
な
り
。
全
案
亦
朗
読
を
省
略
し
多
数
賛
成
し
通
過
す
。
于
邦
華
こ
の
案
を

将
っ
て
、
従
速
具
奏
せ
ん
こ
と
を
請
い
、
議
長
こ
れ
を
允
す
。
林
炳
章
具
奏

案
中
に
必
ず
一
段
を
加
入
せ
ん
こ
と
を
請
う
。
即
ち
禁
運
・
禁
種
・
禁
吸
の

期
限
を
将
っ
て
、
明
か
に
議
旨
を
降
し
以
て
天
下
に
暁
示
す
べ
し
云
云
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
李
文
煕
の
「
廿
一
議
会
」
の
報
告
案
が
于
邦

華
等
の
支
持
に
上
っ
て
再
度
採
択
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
が
如
何
な
る
形
で
上
奏
さ
れ
、
如
何
な
る
取
り
扱
い
を
受
け
た
か
、
史
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清朝最末期における禁煙運動に関する覚書(二)

料
の
上
で
見
る
事
は
出
来
な
い
。
「
清
朝
続
文
献
通
考
」
に
は
先
の
広
西
に
お
け
る

諮
議
局
議
員
辞
職
問
題
に
つ
い
て
の
資
政
院
の
上
奏
を
承
け
て
の
上
諭
は
掲
載

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
載
っ
て
い
な
い
。
先
に
見
た
外
務
部
の

態
度
、
及
び
資
政
院
の
決
議
が
審
査
会
に
お
い
て
覆
さ
れ
る
と
い
う
事
態
を
見

れ
ば
、
恐
ら
く
こ
の
資
政
院
の
議
案
は
嘉
納
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
宣
統
三
年
末
を
以
て
鴉
片
輸
入
を
含
む
全
面
的
な
禁
煙
の
実
行

を
求
め
る
資
政
院
の
議
案
が
、
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
対
英

交
渉
に
当
た
る
清
朝
政
府
に
対
し
て
大
き
な
圧
力
に
な
る
と
共
に
、
英
国
の
鴉

片
貿
易
反
対
世
論
を
一
層
盛
り
土
げ
、
英
政
府
へ
の
圧
力
を
強
化
す
る
大
き
な

力
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
に
は
鴉
片
輸
入
の
十
年

逓
減
の
短
縮
は
実
現
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
は
中
国
政
府
の
対
英
交
渉
に

お
け
る
消
極
性
に
在
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
は
後
に
見
る
事
と
し
、
次
ぎ

に
こ
う
し
た
中
国
に
お
け
る
反
鴉
片
論
議
の
高
揚
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
ト

ウ
ィ
ン
グ
の
活
動
に
つ
い
て
検
討
す
る
事
と
し
た
い
。

四

ト
ウ
イ
ン
グ
(
丁
義
華
)
の
活
動

先
に
記
し
た
様
に
万
国
改
良
会
の
中
国
代
表
の
ト
ウ
イ
ン
グ
は
、
「
中
国
国
民

禁
煙
総
会
」
の
組
織
化
及
び
、
資
政
院
に
お
げ
る
禁
煙
議
論
の
展
開
に
対
し
て
、

大
き
な
影
響
を
与
え
た
が
、
か
か
る
中
国
の
世
論
形
成
の
担
い
手
-
こ
の
場

合
は
政
治
的
に
色
分
げ
す
れ
ば
、
明
か
に
立
憲
派
を
意
味
す
る
I
-
-
に
対
す
る

働
き
か
け
に
上
る
中
国
政
府
の
政
策
展
開
に
影
響
を
与
え
よ
う
と
す
る
間
接
的

な
活
動
だ
け
で
な
く
、
直
接
に
イ
ギ
リ
ス
国
王
や
中
国
外
務
部
に
対
す
る
要
請

活
動
や
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
鴉
片
貿
易
反
対
の
運
動
の
展
開
を
中
国
に
紹
介

す
る
事
に
上
る
、
中
国
に
お
け
る
運
動
の
一
層
の
高
揚
を
企
図
す
る
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。
彼
自
身
自
ら
の
行
動
の
動
機
に
つ
い
て
、
次
の
様
に
述
べ
て
い

る
。

義
華
(
ト
ウ
イ
ン
グ
)
は
美
国
人
民
に
係
る
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
向
に
父

母
久
し
く
貴
邦
に
在
り
、
義
華
亦
貴
国
に
生
長
し
、
久
し
く
貴
国
の
休
戚
を

視
る
事
個
人
の
私
事
の
如
き
な
り
。
故
に
敢
て
労
怨
を
辞
せ
ず
、
嫌
疑
を
避

け
ず
、
力
め
て
危
詞
を
将
っ
て
我
が
各
位
大
臣
の
前
に
痛
陳
す
。

先
の
「
辞
典
」
の
記
載
と
こ
の
記
述
を
併
せ
考
え
れ
ば
、
彼
の
父
母
も
中
国

在
住
の
経
験
が
有
り
、
彼
は
十
九
才
以
来
中
国
で
活
動
し
て
お
り
、
宣
教
師
と

し
て
中
国
の
現
状
に
対
す
る
深
い
憂
い
と
、
そ
の
立
ち
直
り
を
我
が
事
の
様
に

考
え
て
の
行
動
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
彼
自
身
及
び
彼
の
父

母
の
中
国
に
お
け
る
経
歴
に
つ
い
て
は
、
未
だ
必
ず
し
も
明
か
で
な
い
。

さ
て
彼
の
具
体
的
活
動
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
鴉
片
貿
易
反
対
運

動
の
紹
介
か
ら
見
る
事
と
す
る
。
即
ち
、
「
民
立
報
」
九
一
〇
年
十
一
月
七
目

付
に
、
「
請
看
英
人
之
国
恥
会
」
と
題
す
る
ト
ウ
イ
ン
グ
の
投
稿
記
事
を
掲
載
し

て
い
る
。
こ
の
中
で
ト
ウ
イ
ン
グ
は
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

去
年
北
京
の
志
土
が
中
国
国
恥
紀
念
会
を
立
て
た
の
は
、
庚
子
(
一
九
〇

〇
)
年
の
聯
軍
が
城
を
破
る
と
い
う
、
あ
の
中
国
を
凌
辱
欺
侮
し
た
事
を
紀

念
す
る
為
で
あ
っ
た
が
、
現
今
英
国
人
が
国
恥
会
を
立
て
た
の
は
、
五
十
周

年
の
為
で
あ
る
。
英
国
が
鴉
片
を
販
売
し
て
中
国
に
入
れ
、
中
国
の
生
霊
を

荼
毒
し
て
い
る
事
を
深
い
恥
と
し
、
為
に
会
を
開
い
て
紀
念
し
、
全
国
の
人

を
鼓
勤
し
、
政
府
に
当
年
の
約
を
廃
棄
し
、
中
国
に
自
由
禁
煙
の
権
を
与
え
、

鴉
片
を
速
や
か
に
禁
絶
さ
せ
る
事
を
請
求
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
会
の
具
体
的
目
的
は
、
(
一
）
一
八
六
〇
年
の
中
英
条
約
の
中
の
英

国
の
鴉
片
が
中
国
の
港
に
入
る
事
を
許
す
条
項
を
廃
棄
し
、
中
国
に
自
由
禁
煙

権
を
開
放
す
る
。
(
二
)
多
数
を
連
合
し
て
、
王
家
に
対
し
て
速
や
か
に
印
度
と

一
切
の
属
地
の
鴉
片
生
産
を
禁
止
す
る
様
に
要
求
す
る
。
(
三
)
各
国
政
府
に
明

年
の
パ
ー
ク
に
お
け
る
集
会
の
時
に
、
万
国
禁
煙
の
法
律
を
制
定
す
る
様
に
要

求
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
事
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
紀
念
会
は

九
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英
国
の
禁
煙
会
・
教
会
や
多
く
の
学
校
の
監
督
・
教
員
・
学
生
組
織
に
上
っ
て

組
織
さ
れ
て
い
る
事
、
又
現
在
英
国
の
新
聞
や
各
界
の
演
説
に
禁
煙
問
題
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
「
現
在
は
誠
に
我
々
中
国
の
好
機
会
な
り
」
と
結
ん
で
い

る
。更
に
彼
は
「
倫
敦
公
義
国
報
」
の
記
事
を
翻
訳
し
、
「
民
立
万
国
禁
煙
会
」
と

題
す
る
記
事
を
投
稿
し
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
で
訳
者
ト
ウ
イ
ン
グ
は
、

昨
年
の
上
海
の
万
国
禁
煙
会
と
明
春
ハ
ー
グ
の
万
国
禁
煙
会
は
。
皆
各
国

政
府
が
委
員
を
派
遣
し
て
行
な
う
も
の
で
あ
り
、
故
に
会
に
出
席
す
る
者
は
、

皆
欽
便
の
性
質
を
含
ん
で
い
る
。
本
年
英
国
(
哀
敦
布
革
城
)
で
組
織
し
た

万
国
禁
煙
会
は
国
民
に
よ
っ
て
公
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
故
に
名
付
け
て

民
立
万
国
禁
煙
会
と
言
う
。
茲
に
倫
敦
公
義
国
報
に
掲
載
さ
れ
た
民
立
万
国

禁
煙
会
の
報
告
を
訳
述
す
る
。

と
述
べ
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
民
間
の
万
国
禁
煙
会
が
組
織
さ
れ
た
事
を
伝
え

て
い
る
。
こ
の
会
が
一
九
一
〇
年
七
月
に
エ
ジ
ン
バ
ラ
で
開
催
さ
れ
た
世
界
の

教
会
関
係
者
が
集
ま
っ
た
万
国
伝
道
大
会
を
指
し
、
或
い
は
こ
の
際
に
こ
の
組

織
が
結
成
さ
れ
た
も
の
か
、
明
か
で
な
い
。
こ
こ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
議
論
を

項
目
の
み
挙
げ
れ
ば
、
二
)
中
国
人
の
禁
煙
の
実
行
(
二
)
印
度
の
売
煙
の
関

係
(
三
)
広
東
の
禁
煙
の
現
相
(
四
)
中
国
外
交
の
失
敗
、
と
な
っ
て
お
り
、

最
後
に
ト
ウ
イ
ン
グ
は
次
の
様
に
述
べ
て
結
ん
で
い
る
。

民
立
万
国
禁
煙
会
の
報
告
を
観
れ
ば
、
国
に
強
弱
が
有
っ
て
も
、
天
地
の

公
理
は
固
よ
り
一
日
も
人
心
よ
り
絶
た
れ
る
事
が
無
い
事
を
知
る
。
英
人
文

明
社
会
の
禁
煙
に
対
す
る
熱
潮
は
、
身
か
ら
そ
の
害
を
受
け
る
者
に
較
べ
、

そ
の
情
い
よ
い
よ
迫
り
、
そ
の
望
い
よ
い
よ
切
な
り
。
若
し
中
英
両
国
の
国

民
相
連
絡
し
、
以
て
世
界
の
巨
害
を
除
か
ん
と
す
れ
ば
、
則
ち
そ
の
事
自
ら

易
易
た
る
べ
し
。
皆
目
を
拭
っ
て
こ
れ
を
待
ち
、
つ
ま
先
立
っ
て
こ
れ
を
待

つ
な
り
。

こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
鴉
片
貿
易
反
対
運
動
の
高
揚
を
紹
介
す
る
と

共
に
、
天
津
条
約
発
効
五
十
周
年
の
今
年
は
鴉
片
輸
入
許
可
条
項
の
廃
止
の
絶

好
の
機
会
で
あ
り
、
中
国
の
禁
煙
に
熱
意
を
持
つ
人
の
奮
起
を
促
す
「
禁
煙
之

絶
好
機
会
」
と
題
す
る
投
稿
記
事
が
有
り
、
又
十
二
月
十
五
・
十
六
日
付
「
民

立
報
」
に
は
、
ト
ウ
イ
ン
ダ
の
作
成
し
た
中
国
四
億
人
民
の
名
に
お
い
て
イ
ギ

リ
ス
国
王
に
宛
て
た
「
清
英
皇
禁
鴉
片
運
入
中
国
書
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
中
で
は
、
中
国
政
府
が
鋭
意
国
の
強
化
を
図
り
、
立
憲
に
取
り
組
み
、
毅

然
と
し
て
禁
煙
を
実
行
し
て
民
害
を
除
こ
う
と
努
力
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、

こ
れ
を
根
絶
出
来
な
い
原
因
の
一
つ
は
、
印
度
鴉
片
の
輸
入
が
絶
え
な
い
為
で

あ
り
、
印
度
鴉
片
の
中
国
へ
の
輸
入
は
密
輸
を
除
き
、
年
に
五
百
万
ポ
ン
ド
の

多
き
に
達
し
て
お
り
、
こ
の
輸
入
鴉
片
の
存
在
が
、
国
内
の
禁
煙
・
禁
吸
の
徹

底
を
困
難
に
し
て
い
る
と
い
う
実
情
を
述
べ
る
。
そ
の
上
で
嘗
て
林
則
徐
が
当

時
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
に
書
簡
を
送
っ
た
歴
史
を
語
り
、
新
国
王
ジ
ョ
ー
ジ

五
世
に
対
し
て
、
慈
悲
の
心
を
発
揮
し
、
大
同
の
主
義
を
実
行
し
、
決
然
と
し

て
印
度
鴉
片
の
中
国
へ
の
輸
出
を
禁
止
す
る
様
に
要
請
し
て
い
る
。
現
在
の
十

年
逓
減
の
協
定
も
そ
の
完
了
ま
で
に
七
年
の
期
間
を
残
し
て
お
り
、
そ
の
間
に

尚
多
く
の
中
国
人
が
苦
し
み
死
に
至
る
事
と
な
る
と
し
て
、
即
ち
に
禁
煙
の
命

令
を
発
布
す
る
事
を
求
め
て
い
る
。

こ
の
要
請
書
は
鴉
片
の
害
に
苦
し
む
中
国
の
実
情
を
訴
え
、
イ
ギ
リ
ス
が
中

国
の
禁
煙
の
自
主
権
を
認
め
る
事
は
、
国
家
に
と
っ
て
も
国
王
に
と
っ
て
も
偉

大
な
名
誉
で
あ
り
、
中
国
人
民
は
永
久
に
そ
の
恩
に
感
謝
す
る
で
あ
ろ
う
述
べ
、

国
王
の
自
尊
心
・
名
誉
欲
に
訴
え
か
げ
て
い
る
。

又
彼
は
中
国
政
府
に
対
し
て
も
、
英
政
府
と
毅
然
た
る
態
度
で
交
渉
す
る
事

を
求
め
た
「
丁
義
華
責
外
務
部
書
」
が
、
十
二
月
二
十
二
目
付
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
書
に
お
い
て
は
、
先
ず
一
八
六
〇
年
十
月
二
十
四
日
に
成
立
し
た

天
津
条
約
第
二
十
七
条
の
十
年
毎
の
見
直
し
規
定
を
示
し
、
現
在
五
回
目
の
見
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直
し
の
時
期
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
国
民
は
中
国
の
禁
煙
に
熱
心
で
あ
り
、
中
国

国
民
も
又
熱
心
で
あ
り
、
こ
れ
は
正
に
千
載
一
遇
の
好
機
で
あ
る
と
述
べ
、
中

国
外
務
部
は
本
国
人
民
や
資
政
院
の
要
求
に
依
拠
し
て
、
英
公
使
に
照
会
す
べ

き
で
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
の
際
に
必
ず
し
も
公
使
に
面
会
し
て
要
請
し
な
い
方

が
良
い
、
面
会
し
て
協
議
し
上
う
と
す
れ
ば
、
必
ず
拒
絶
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と

述
べ
、
そ
の
交
渉
の
方
法
と
し
て
、
書
簡
に
上
る
通
告
で
行
な
う
事
と
し
、
そ

の
照
会
の
文
面
は
、
「
本
国
朝
野
土
下
は
心
を
一
に
禁
煙
せ
ん
と
す
。
天
津
条
約

は
既
に
五
次
期
に
届
ぶ
。
応
に
運
煙
の
条
を
刪
去
し
以
て
民
命
を
全
う
し
、
公

道
を
彰
ら
か
に
す
べ
し
。
」
と
記
す
事
、
及
び
各
国
公
使
や
各
国
政
府
に
通
牒
を

送
り
、
全
世
界
に
中
国
の
要
求
を
知
ら
せ
る
な
ら
ば
、
英
政
府
は
拒
否
し
た
く

と
も
公
義
に
迫
ら
れ
て
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
又
縦
令
強
硬
に
拒
否
し
て
も
、

イ
ギ
リ
ス
国
民
は
そ
の
政
府
を
打
倒
し
て
、
新
政
府
を
樹
立
す
る
事
と
な
ろ
う

と
述
べ
る
。
更
に
。

貴
部
の
外
交
手
段
は
向
に
和
平
を
主
と
す
。
然
る
に
各
国
は
つ
ね
に
貴
部

外
交
事
宜
に
お
い
て
怕
る
べ
き
も
の
を
怕
れ
ず
、
怕
る
べ
か
ら
ざ
る
に
反
っ

て
畏
れ
て
為
さ
ざ
る
を
譏
る
。
こ
の
事
本
上
り
公
理
公
義
に
て
為
す
べ
き
事

に
係
る
。
又
況
や
英
国
人
民
こ
れ
を
外
に
侶
之
、
本
国
人
民
こ
れ
を
内
に
助

く
。
か
く
の
如
き
好
機
再
び
逸
去
せ
し
む
れ
ば
、
但
に
英
人
内
心
貴
国
の
無

為
を
譏
誚
す
る
の
み
な
ら
ず
、
即
ち
環
球
各
国
も
亦
貴
国
一
も
知
る
所
無
く
。

一
も
能
く
す
る
所
無
し
と
公
認
せ
ん
。

と
述
べ
て
、
従
来
の
中
国
外
交
を
批
判
し
、
国
内
外
の
政
府
・
国
民
の
支
援
を

背
景
に
、
毅
然
と
し
て
天
津
条
約
の
見
直
し
条
項
を
根
拠
と
し
て
、
通
商
章
程

に
規
定
さ
れ
た
鴉
片
輸
入
許
可
条
項
の
廃
止
を
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
申
し
入
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
訴
え
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
人
ト
ウ
イ
ン
ダ
の
言
論
活
動
が
、
こ
の
様
に
頻
繁
に
「
民
立
報
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
は
、
編
集
者
が
彼
の
活
動
が
世
論
の
喚
起
に
大

き
な
力
に
な
る
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
又
外
国
人
が
中
国
の
為
に
か

く
も
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
事
が
伝
わ
る
事
に
よ
っ
て
、
中
国
の
有
識
者
を

奮
起
さ
せ
上
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

所
で
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
用
い
た
「
民
立
報
」
と
い
う
新
聞
の
性
格
に
つ
い

て
二
言
し
て
お
く
必
要
が
有
る
。
こ
の
新
聞
は
一
九
〇
九
年
五
月
十
五
目
、
上

海
租
界
に
お
い
て
刊
行
さ
れ
た
「
民
呼
日
報
」
を
前
身
と
す
る
。
こ
の
「
民
呼

日
報
」
は
同
盟
会
員
于
右
任
が
主
筆
と
な
り
、
范
鴻
仙
・
戴
季
陶
(
天
仇
)
が

参
加
し
て
お
り
、
革
命
派
の
機
関
紙
と
し
て
政
府
攻
撃
を
行
な
っ
た
為
に
、
三

か
月
で
停
刊
さ
せ
ら
れ
、
十
月
三
日
に
「
民
呼
日
報
」
と
改
名
し
て
発
行
し
た

が
、
四
十
八
号
で
永
久
停
刊
処
分
を
受
け
た
。
し
か
し
一
九
一
〇
年
十
月
十
一

目
に
更
に
「
民
立
報
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
当
時
中
部
同
盟
会
が
上
海
を
中

心
に
活
動
し
て
お
り
、
宋
教
仁
や
陳
其
美
も
こ
の
出
版
に
加
わ
り
、
事
実
上
彼

ら
の
機
関
紙
の
役
割
を
果
し
て
い
た
と
言
う
。
そ
の
革
命
派
の
機
関
紙
が
立
憲

派
を
中
心
と
す
る
資
政
院
に
お
け
る
禁
煙
の
議
論
や
「
中
国
国
民
禁
煙
総
会
」

の
成
立
及
び
ト
ウ
イ
ン
ダ
の
活
動
を
、
「
東
方
雑
誌
」
に
比
較
し
て
も
、
上
り
頻

繁
に
且
つ
肯
定
的
に
報
じ
て
い
る
意
図
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
革
命
派
の
鴉
片
問

題
に
対
す
る
考
え
方
や
議
論
は
余
り
見
ら
れ
ず
、
彼
ら
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て

積
極
的
に
発
言
し
活
動
を
展
開
し
た
形
跡
は
、
管
見
の
限
り
見
出
せ
な
い
。
し

か
し
彼
ら
の
機
関
紙
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
に
か
な
り
の
紙
面
を
割
い
て
報
じ

て
い
る
の
は
、
単
に
清
朝
政
府
攻
撃
の
有
力
な
材
料
と
し
て
取
り
上
げ
、
か
か

る
無
能
な
清
朝
政
府
を
打
倒
す
る
正
当
性
を
示
そ
う
と
し
た
だ
け
な
の
で
あ
ろ

う
か
、
或
い
は
こ
の
鴉
片
問
題
に
限
っ
て
は
、
民
族
の
解
決
す
べ
き
課
題
と
し

て
暗
々
裡
に
支
援
を
送
る
べ
く
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

今
は
疑
問
と
し
後
考
を
期
し
た
い
。

-54-



四

結
び
に
か
え
て

先
の
小
論
に
お
い
て
述
べ
た
様
に
、
中
・
英
政
府
間
の
逓
減
に
関
す
る
交
渉

に
お
い
て
、
三
年
の
試
行
期
間
の
後
、
こ
れ
を
後
七
年
継
続
実
施
す
る
為
の
折

衝
は
、
ま
さ
に
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
両
国
の
禁
煙
運
動
の
昂
揚
中
に
お
い
て
行

な
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
一
一
年
五
月
八
日
(
宣
統
三
・
四
・
十
)
に
「
続

訂
禁
煙
条
件
」
が
調
印
さ
れ
、
以
後
七
年
間
の
継
続
逓
減
が
合
意
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
結
果
的
に
中
国
・
イ
ギ
リ
ス
の
禁
煙
運
動
で
要
求
さ
れ
た
「
鴉
片
条
約
」

の
廃
止
、
中
国
へ
の
「
禁
煙
自
主
権
の
返
還
」
は
成
ら
ず
、
禁
煙
の
期
限
を
宣

統
三
年
に
短
縮
す
る
と
い
う
要
求
も
容
れ
ら
れ
ず
、
一
九
一
七
年
ま
で
減
少
し

つ
つ
印
度
鴉
片
の
輸
入
は
続
く
事
と
な
る
。
こ
う
し
た
結
果
に
至
っ
た
具
体
的

な
両
国
政
府
間
の
交
渉
内
容
は
必
ず
し
も
明
か
で
な
く
、
清
朝
政
府
が
か
か
る

国
内
外
の
世
論
を
背
景
に
、
如
何
な
る
態
度
で
ど
ん
な
要
求
を
行
な
い
、
こ
れ

に
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
如
何
に
対
応
し
た
の
か
、
「
民
立
報
」
の
報
道
か
ら
探
る
事

と
す
る
。

一
九
一
一
年
正
月
七
日
付
の
「
専
電
」
欄
に
、
初
六
日
北
京
電
と
し
て
。

万
国
改
良
会
丁
義
華
、
外
部
に
報
告
す
、
英
政
府
す
で
に
鴉
片
約
を
廃
す

る
を
允
し
、
明
年
二
月
英
京
に
在
っ
て
開
会
す
る
を
決
す
。
大
員
を
奏
派
し

会
に
赴
か
ん
こ
と
を
請
う
。

と
あ
る
。
即
ち
宣
統
二
年
十
二
月
六
日
(
新
暦
で
は
一
九
一
一
年
一
月
六
日
)

時
点
で
、
ト
ウ
イ
ン
グ
は
中
国
外
務
部
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
「
鴉
片

条
約
」
の
廃
止
を
決
意
し
、
宜
統
三
年
二
月
に
ロ
ン
ド
ン
で
こ
れ
に
関
す
る
交

渉
を
持
つ
事
と
し
た
為
に
、
中
国
よ
り
官
員
を
派
遣
す
る
様
に
要
請
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
二
日
後
の
正
月
九
日
付
に
は
、
「
禁
煙
問
題
、
将
成
功
矣
」
の

見
出
し
を
掲
げ
、
政
界
人
の
発
言
と
し
て
、
次
の
様
に
報
じ
て
い
る
。

日
前
外
務
部
、
英
国
公
使
と
鴉
片
条
約
の
廃
撤
を
会
議
す
る
時
、
英
公
使

頗
る
賛
成
を
形
す
。
惟
事
は
重
大
に
関
わ
る
を
以
て
、
未
だ
檀
主
に
便
な
ら

ず
。
須
ら
く
英
政
府
に
転
商
す
る
を
俟
っ
て
再
び
定
奪
を
行
な
わ
ん
。
並
び

に
謂
う
。
禁
煙
の
一
事
は
総
て
先
に
禁
種
を
行
な
う
べ
し
。
設
し
内
種
禁
ぜ

ず
し
て
外
入
即
い
或
い
は
禁
絶
す
る
も
、
亦
禁
煙
効
果
を
収
め
る
事
難
し
。

外
部
答
え
て
曰
く
。
然
ら
ず
。
設
し
敝
国
の
禁
煙
た
だ
内
種
を
禁
じ
て
外

運
禁
ぜ
ざ
れ
ば
、
則
ち
国
内
の
小
民
、
煙
価
日
に
昂
く
煙
利
口
に
大
な
る
を

瞰
て
、
禁
に
違
い
私
種
す
る
事
免
れ
難
し
。

こ
れ
に
拠
れ
ば
、
中
国
外
務
部
は
「
鴉
片
条
約
」
の
廃
止
要
求
を
提
議
し
て

お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
英
公
使
ジ
ョ
ー
ダ
ン
(
J
o
h
n

J
o
r
d
a
n
)
は
、
個
人
的
見

解
と
し
て
賛
成
を
表
明
し
つ
つ
も
、
本
国
政
府
の
意
向
を
待
つ
と
し
、
加
え
て

中
国
国
内
に
お
け
る
罌
粟
栽
培
の
一
掃
が
先
決
で
あ
る
、
と
い
う
態
度
を
示
し

て
い
る
。
こ
の
会
談
を
「
民
立
報
」
は
先
に
ト
ウ
イ
ン
ダ
の
電
報
も
有
り
、
「
成

功
せ
ん
と
す
」
と
促
え
て
報
道
し
た
様
で
あ
る
。

所
が
正
月
十
五
口
付
に
は
、
「
禁
煙
問
題
、
会
議
之
駭
聞
」
と
題
し
、
外
聞
の

風
伝
と
し
て
、

中
英
禁
煙
会
議
に
分
省
分
県
の
辨
法
有
り
。
即
ち
中
国
如
し
某
省
某
県
に

お
い
て
種
売
を
禁
浄
す
れ
ば
、
英
国
亦
必
ず
そ
の
印
煙
の
輸
入
を
禁
ず
と
。

あ
あ
、
果
し
て
こ
の
言
の
如
く
な
れ
ば
、
則
ち
英
人
必
ず
官
を
設
け
て
考
成

し
、
親
か
ら
査
勘
を
行
な
わ
ん
。
而
し
て
許
多
の
糾
纒
不
清
の
交
渉
、
遂
に

こ
れ
に
よ
っ
て
起
こ
ら
ん
。
こ
れ
何
ぞ
絲
を
治
め
ん
と
し
て
こ
れ
を
紊
す
に

異
な
る
や
。
記
者
曰
く
。
但
そ
の
伝
の
真
に
非
る
を
願
う
の
み
。

と
あ
り
、
伝
聞
で
は
あ
る
が
、
依
然
と
し
て
逓
減
法
を
基
礎
と
し
て
、
栽
培
・

販
売
が
根
絶
さ
れ
た
地
域
へ
の
印
度
鴉
片
の
輸
出
を
行
な
わ
な
い
と
す
る
方
向

で
話
が
進
ん
で
い
る
事
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
同
じ
紙
面
で
、
こ
の
問
題
に
対
す

る
印
度
政
府
の
態
度
を
伝
え
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、

印
度
政
府
は
近
ご
ろ
そ
の
禁
煙
主
義
を
掲
示
し
て
曰
く
。
我
が
国
は
必
ず
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十
年
逓
減
の
約
に
服
従
し
保
守
す
べ
し
。
(
記
者
の
批
語
、
按
ず
る
に
十
年
逓

減
の
説
、
今
に
至
る
も
未
だ
簽
押
せ
ず
。
印
度
政
府
何
の
守
る
べ
き
有
り
何

の
従
う
べ
き
有
る
か
を
知
ら
ず
。

と
伝
え
、
印
度
政
府
は
即
時
輸
出
禁
止
に
は
反
対
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
十
年
逓

減
の
法
を
継
続
す
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
事
が
理
解
さ
れ
る
。

更
に
二
月
念
一
日
付
の
「
最
近
之
談
判
」
の
記
事
で
は
、
中
国
外
交
家
か
ら

の
情
報
と
し
て
、
次
の
様
に
伝
え
て
い
る
。

又
英
使
と
禁
煙
談
判
を
開
く
。
外
部
云
う
。
敝
国
自
由
禁
煙
主
権
を
恢
復

し
、
入
口
を
禁
止
し
禁
煙
の
実
行
を
期
さ
ん
と
欲
す
。
貴
公
使
以
て
行
な
う

べ
し
と
為
す
や
否
や
。
英
使
曰
く
。
陜
甘
の
地
種
戸
尚
多
し
。
何
ぞ
遽
か
に

人
を
禁
ず
る
と
言
う
を
得
ん
や
。
外
部
云
う
。
近
ご
ろ
聞
く
に
、
陜
甘
に
許

多
の
回
民
、
連
合
し
て
禁
に
抗
す
る
を
疑
(
擬
の
誤
記
か
・
:
筆
者
)
す
る
有

り
。
如
し
そ
れ
を
し
て
変
乱
を
滋
く
せ
ざ
ら
し
め
ん
と
す
れ
ば
、
当
に
五
万

の
兵
の
鎮
懾
を
需
む
べ
し
。
力
亦
甚
だ
し
く
為
し
易
き
事
に
非
ず
。
英
使
曰

く
。
汝
既
に
禁
種
す
る
能
は
ざ
れ
ば
、
又
何
ぞ
人
を
禁
ず
可
げ
ん
や
。

即
ち
、
外
務
部
が
ジ
ョ
ー
ダ
ン
に
対
し
て
、
鴉
片
輸
出
の
即
時
禁
止
の
意
志
の

有
無
を
尋
ね
た
の
に
対
し
て
、
中
国
の
禁
種
の
徹
底
出
来
て
い
な
い
事
を
理
由

と
し
て
拒
否
し
て
い
る
事
が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
陜
西
・
甘
肅
に
お

け
る
禁
種
に
対
す
る
農
民
の
抵
抗
事
件
は
、
別
に
起
こ
っ
て
い
る
山
西
等
に
お

け
る
事
件
と
共
に
、
別
の
機
会
に
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
外
務

部
は
禁
煙
自
主
権
の
回
復
に
つ
い
て
一
応
の
打
診
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
イ
ギ

リ
ス
は
先
に
締
結
し
た
「
禁
煙
条
件
」
の
変
更
の
意
志
は
無
く
、
中
国
国
内
に

お
け
る
禁
種
の
不
十
分
さ
を
持
ち
出
し
て
、
中
国
を
牽
制
し
て
い
る
事
が
知
ら

れ
る
。
更
に
四
月
段
階
に
な
る
と
、
「
禁
煙
問
題
に
関
し
て
外
務
部
は
迭
ね
て
経
に
籌

商
す
。
惟
だ
将
来
能
く
目
的
に
達
到
す
る
や
否
や
、
尚
未
だ
確
耗
有
る
を
得
ず
」

と
し
て
、
関
係
者
の
談
話
と
し
て
、
こ
の
問
題
で
外
務
部
が
困
難
と
し
て
い
る

点
を
三
点
略
記
し
て
い
る
。
即
ち
(
一
)
中
国
は
友
好
関
係
の
維
持
の
観
点
か

ら
、
「
和
平
辨
法
」
を
堅
持
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
こ
の
問
題
で
両
国
間
に
齟
齬

を
き
た
し
た
く
な
い
。
(
二
)
禁
運
と
廃
約
の
軽
重
に
つ
い
て
慎
重
詳
細
な
検
討

を
要
し
、
廃
約
の
一
方
の
み
を
堅
持
し
、
外
人
の
新
た
な
要
求
の
口
実
を
作
る

事
を
望
ま
な
い
。
(
三
)
紳
民
の
要
請
や
各
署
の
問
い
合
わ
せ
が
絶
え
な
い
が
、

外
交
交
渉
は
秘
密
主
義
で
行
な
っ
て
お
り
、
事
前
に
外
務
部
の
意
図
を
宣
布
す

る
の
は
良
く
な
い
、
と
記
し
て
い
る
。
従
っ
て
清
朝
外
務
部
は
友
好
関
係
の
維

持
の
重
視
、
即
ち
こ
れ
を
理
由
に
新
た
な
要
求
が
出
さ
れ
る
事
へ
の
警
戒
か
ら

低
姿
勢
の
要
請
に
止
ま
っ
て
い
る
事
が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る

の
は
、
逓
減
法
の
継
続
で
し
か
無
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
極
め
て
断
片
的
な
報
道
記
事
か
ら
、
一
時
英
政
府
は
中
国
政
府
や
内

外
世
論
の
意
向
に
副
う
決
定
が
為
さ
れ
る
と
い
う
前
進
的
な
動
き
も
有
っ
た
様

で
あ
る
が
、
何
よ
り
も
イ
ン
ド
財
政
の
問
題
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
政

府
は
即
時
の
禁
輸
に
踏
み
切
れ
ず
、
中
国
政
府
も
極
め
て
低
姿
勢
に
お
願
い
す

る
と
い
う
態
度
を
取
り
、
断
固
と
し
て
要
求
を
勝
ち
取
る
と
い
う
姿
勢
に
欠
け

て
い
た
様
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
第
一
に
中
国

政
府
と
し
て
も
、
鴉
片
に
対
す
る
税
収
へ
の
依
存
か
ら
脱
却
し
き
れ
て
お
ら
ず
、

そ
の
補
填
策
と
し
て
塩
税
の
増
額
や
印
花
税
の
徴
収
等
の
案
は
検
討
さ
れ
、
一

部
実
施
に
移
さ
れ
て
は
い
る
か
、
未
だ
決
定
的
な
対
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
な

い
為
に
、
即
時
の
禁
煙
に
容
易
に
踏
み
切
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
第
二
に

中
国
国
内
に
お
け
る
罌
粟
栽
培
の
禁
止
策
が
、
各
地
で
抵
抗
か
ら
暴
動
に
発
展

す
る
事
態
が
起
こ
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
弱
み
を
交
渉
の
中
で
イ
ギ
リ
ス
側
に

突
か
れ
た
為
に
、
強
い
態
度
で
要
求
す
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

か
く
し
て
主
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
の
活
動
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ
た
立

憲
派
を
中
心
と
し
、
資
政
院
の
場
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
「
鴉
片
条
約
」
の
廃
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止
、
禁
煙
自
主
権
の
奪
回
、
禁
煙
期
限
の
短
縮
を
具
体
的
な
内
容
と
す
る
禁
煙

運
動
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
団
体
を
中
心
と
す
る
反
鴉
片
貿
易

の
運
動
と
連
帯
し
て
展
開
さ
れ
、
且
つ
天
津
条
約
の
五
回
目
の
見
直
し
時
期
で

も
有
っ
た
事
が
ら
、
ま
さ
し
く
鴉
片
輸
入
許
可
条
項
の
廃
止
、
中
国
の
主
体
的

判
断
に
よ
る
禁
煙
政
策
の
実
施
を
可
能
と
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
イ
ギ
リ
ス
に
在
っ
て
は
、
主
と
し
て
こ
れ
ま
で
鴉
片
の
税
収
に
依
存

し
て
い
た
印
度
財
政
の
急
激
な
転
換
の
困
難
さ
、
中
国
に
在
っ
て
も
同
様
に
即

ち
に
は
鴉
片
税
収
に
代
わ
り
こ
れ
を
補
う
財
源
の
発
堀
の
困
難
さ
の
為
に
、
結

局
当
初
の
合
意
で
あ
る
十
年
逓
減
策
が
継
続
さ
れ
る
事
と
な
り
、
両
国
で
展
開

さ
れ
た
運
動
は
、
具
体
的
に
は
何
の
成
果
も
挙
げ
得
ず
に
、
「
続
訂
禁
煙
条
件
」

の
締
結
に
至
っ
た
。
こ
の
事
は
中
国
で
禁
煙
運
動
に
従
事
し
た
立
憲
派
活
動
家

に
対
し
て
、
清
朝
政
府
に
対
す
る
失
望
を
も
た
ら
す
事
と
な
り
、
一
層
政
府
批

判
を
強
め
、
辛
亥
革
命
へ
と
動
い
て
い
く
事
と
な
る
一
因
と
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

註
(
I
)
拙
稿
「
清
朝
最
末
期
に
お
け
る
禁
煙
運
動
に
関
す
る
覚
書
-
-
印
度
鴉
片
の
輸
入
逓

減
法
を
中
心
に

」
(
「
愛
知
教
育
大
学
研
究
報
告
」
第
三
元
輯
、
社
会
科
学
、
一
九
九

○
年
二
月
)

(
2
)
例
え
ば
「
申
報
」
同
治
十
二
年
正
月
七
口
付
、
『
論
女
堂
煙
館
亟
宜
禁
止
事
』
を
参
照
。

同
治
1

I
・
十
二
年
頃
に
頻
繁
に
見
ら
れ
る
。

(
3
)
例
え
ば
「
申
報
」
同
治
十
一
年
六
月
四
日
付
、
『
擬
弛
自
種
鴉
片
煙
土
禁
論
』
を
参
照
。

(
4
)
H
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｡

(
5
)

(
6
)
(
7
)
I
b
i
d
.

(
8
)
以
上
の
「
中
国
国
民
禁
煙
総
会
」
成
立
大
会
に
つ
い
て
は
、
「
民
立
報
」
一
九
一
〇
年

十
一
月
二
十
一
日
付
『
国
民
禁
煙
会
出
現
』
の
記
事
に
拠
る
。

(
9
)
「
民
立
報
」
一
九
一
〇
年
十
一
月
二
十
八
日
付
『
禁
煙
問
題
之
鼓
吹
』
参
照
。

(
1
0
)
張
朋
園
著
「
立
憲
派
与
辛
亥
革
命
」
付
録
『
資
政
院
議
員
名
録
』
参
照
。

(
1
1
)
同
前
、
及
び
外
務
省
情
報
部
編
集
・
東
亜
同
文
会
調
査
編
纂
部
発
行
「
改
訂
現
代
支
那

人
名
鑑
」
(
昭
和
三
年
十
月
発
行
)
参
照
。

(
1
2
)
胡
家
祺
・
斉
樹
楷
に
つ
い
て
は
同
前
書
、
参
照
。

(
1
3
)(
1
0
)
に
同
じ
。

(
1
4
)「
民
立
報
」
一
九
一
一
年
二
月
十
五
口
付
『
北
洋
之
禁
煙
鼓
吹
』
参
照
。

(
1
5
)
広
西
に
お
け
る
禁
煙
問
題
の
経
緯
、
及
び
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
「
民
立
報
」
一
九

一
〇
年
十
月
十
四
日
付
『
資
政
院
決
議
第
一
摺
』
に
拠
る
。

(
1
6
)「
民
立
報
」
一
九
一
〇
年
十
一
月
二
十
日
付
『
資
政
十
四
会
議
記
』
。

(
1
7
)「
民
立
報
」
一
九
一
〇
年
十
二
月
六
口
付
『
陳
請
全
国
禁
煙
案
』
。

(
1
8
)一
九
〇
八
年
十
月
四
日
(
光
緒
三
四
・
九
・
十
)
の
度
支
部
の
上
奏
で
、
「
禁
煙
の
I

事
は
地
に
上
っ
て
宜
し
き
を
制
す
べ
し
」
と
し
、
省
の
状
況
に
よ
っ
て
禁
種
・
禁
吸
の
期

限
を
定
め
て
実
施
す
る
事
と
し
た
。
(
「
政
治
官
報
」
第
三
五
二
号
、
光
緒
三
四
年
九
月
二

五
日
)

(
1
9
)
「
民
立
報
」
九
一
〇
年
十
二
月
九
日
付
『
縮
短
禁
煙
期
限
議
案
、
吸
煙
人
注
意
注
意
』
。

(
2
0
)「
民
立
報
」
一
九
一
〇
年
十
二
月
廿
七
日
付
「
北
京
之
是
是
非
非
」
。

(
2
1
)「
清
朝
続
文
献
通
考
」
巻
五
十
五
、
征
考
二
十
七
、
洋
薬
、
禁
煙
付
、
参
照
。

(
2
2
)「
民
立
報
」
一
九
一
〇
年
十
二
月
廿
二
口
付
『
丁
義
華
責
外
務
部
書
、
為
禁
煙
事
』
。

(
2
3
)「
民
立
報
」
一
九
一
〇
年
十
一
月
廿
九
日
付
『
民
立
万
国
禁
煙
会
』
。

(
2
4
)「
民
立
報
」
一
丸
一
〇
年
十
二
月
六
口
付
『
欧
人
論
鴉
片
問
題
』
、
尚
「
東
方
雑
誌
」

第
七
巻
第
十
二
期
の
一
九
一
一
年
一
月
二
五
日
付
の
記
載
第
三
、
『
中
国
時
事
彙
録
』
に

同
文
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(
2
5
)「
民
立
報
」
一
丸
一
〇
年
十
一
月
三
十
日
付
『
民
立
万
国
禁
煙
会
(
続
)
』
。

(
2
6
)「
民
立
報
」
一
九
一
〇
年
十
二
月
十
三
日
付
『
禁
煙
之
絶
好
機
会
』
。

(
2
7
)
李
竜
牧
「
中
国
新
聞
事
業
史
稿
」
第
二
章
第
四
節
『
革
命
与
新
聞
自
由
』
七
十
二
頁
参

照
。

(
2
8
)
前
掲
拙
稿
参
照
。
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清朝最末期における禁煙運動に関する覚書(二)

(
2
9
)「
民
立
報
」
一
九
一

一
年
正
月
十
五
目
付
『
印
度
政
府
』
。

(
3
0
)「
民
立
報
」
一
九
一
一
年
二
月
念
一
日
付
『
提
倡
禁
煙
之
風
雲
』
。

(
3
1
)「
民
立
報
」
一
九
一
一
年
四
月
三
十
日
付
『
北
京
之
是
是
非
非
』
。

(
3
2
)
こ
の
事
に
関
し
て
は
、
当
面
「
政
治
官
報
」
光
緒
三
十
四
年
二
月
二
十
四
口
号
の
『
(
外

務
部
)
又
奏
請
飭
度
支
部
籌
款
抵
補
土
薬
税
片
』
・
同
書
宣
統
元
年
六
月
四
日
号
の
『
度

支
部
奏
、
整
頓
各
省
田
房
税
契
、
抵
補
土
薬
税
厘
摺
』
を
参
照
。
又
光
緒
三
十
四
年
四
月

に
は
官
膏
専
売
の
辨
法
十
条
が
立
案
・
嘉
納
さ
れ
て
い
る
。
(
「
政
治
官
報
」
光
緒
三
十
四

年
四
月
八
日
号
『
代
理
江
西
按
察
使
慶
寛
奏
、
条
陳
官
膏
辨
法
摺
』
)

(
補
註
)
「
セ
ン
ト
ル
イ
ス
に
お
け
る
ル
イ
ジ
ア
ナ
商
品
展
覧
会
」
と
は
、
現
在
の
状
況
か
ら

す
れ
ば
奇
妙
に
思
わ
れ
る
が
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
の
地
は
一
八
〇
三
年
に
フ
ラ
ン
ス
上
り
購

入
し
た
広
大
な
地
域
で
あ
り
、
現
在
ミ
ズ
ー
リ
州
の
州
都
で
あ
る
セ
ン
ト
ル
イ
ス
は
、
広

義
に
お
い
て
ル
イ
ジ
ア
ナ
に
含
め
て
考
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

二
九
九
〇
年
九
月
十
二
日
受
理
)
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